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検討期間
決定・承認

●基本設計①　与条件を元に早
期に複数のモデル計画案を比
較検討し、大きな方針を確定し、
工事費大概算を行います。

広場・駐車場、解体

●基本設計③　デザイン検討を
深化させ、内外観イメージや形
態など志木市景観条例との調
整を図ります。

仮庁舎のリース仕様
と人工地盤の工事区
分の調整を図ります。

適切な工程管理
により承認期間を
十分確保して業務
を完了させます。

●基本設計②　詳細なプランや
デザイン、設備・構造など仕様を
具体化し設計を深化させます。

目標額
の設定

コスト
検証

新庁舎

ステップ1：各室性能表 ステップ2：プロット図

仮庁舎を早期に着工させるため
平成29年度に広場・駐車場（人
工地盤）の実施設計まで完了さ
せます。

新庁舎の
クリティカルパス*

広場・駐車場の
クリティカルパス*
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平成29年（2017年）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

平成30年（2018年）

・ 市民意見を聴取・集約するワークショップ

・ 市民説明等に必要な資料の作成等

・ オフィス環境整備の意見聴取・集約

・ 貸与資料確認、現況調査
・ 地質調査
・ 既存家具調査
・ 関係法令
・ TV関係調査

・ 庁舎、広場、駐車場の配置検討
・ 平面ゾーニングの検討
・ 必要面積の算定
・ オフィス環境整備計画
・ 各室諸元の確認（床荷重、人数、仕様、運用）
・ トイレ器具数、会議室、収納の検討
・ 議会部門の検討

・ 熱源方式・空調換気方式の検討
・ 構造形式（免震・制震・耐震）、地盤補強方法の検討

・ 設備室・屋上設備の配置検討
・ BCP計画の検討（防災計画・災害対策）

・ 基本レイアウトの検討
・ 構造架構、設備ルート、階高の検討

・ セキュリティ計画、区画の検討
・ ユニバーサルデザイン採用計画の検討

・ 環境保全・自然エネルギー計画の検討

・ 外観デザインの検討
・ 外構・植栽・景観の検討
・インテリアデザインの検討

・ 仮駐車場整備計画の検討
・ 仮庁舎整備計画・性能要求書の検討

・ 新庁舎のコスト検討
・ 什器備品・付帯工事のコスト検討
・ 広場・駐車場（人工地盤）のコスト検討
・ 仮庁舎のコスト検討
・ 既存庁舎解体工事のコスト検討

・ 仮庁舎の性能要求書まとめ

・ 広場・駐車場（人工地盤）の基本設計図書まとめ
・ 透視図の作成

・ 既存庁舎解体工事の設計図書・発注仕様書の作成

・ 新庁舎の基本設計図書まとめ

・ 概算工事費のまとめ

ワークショップ・
市民説明

1

職員ワークショップ
庁内会議支援 ・ 議題の立案、資料作成、会議運営補助等2

与条件整理・調整3

配置・平面・断面の
ゾーニング検討

4

構造・設備の
システム検討

5

基本プランの検討6

トータルデザインの
検討

7

仮庁舎・仮駐車場の
検討

8

工事費の検討9

基本設計のまとめ10

工程計画 検討・作業項目
許可・申請関係

積算実施設計仮庁舎・広場・駐車場 基本設計
許可・申請関係

実施設計 積算基本まとめ基本設計③基本設計②新庁舎 基本設計①

与条件
整理

構造評定、大臣認定

条件等

確認申請

仮設許可条件協議

承認

承認

承認

承認

承認

承認

承認

承認本積算

承認

承認

承認

概算1

承認

本積算 概算2

条件等

確認申請

・ 広場・駐車場（人工地盤）の実施設計図書の作成
・ 透視図・模型の作成
・ オフィス環境実行計画（実施レイアウト、什器リスト）

・ 新庁舎の実施設計図書の作成

・ 概略工事工程
・ 実施積算

実施設計11

・ 新庁舎【確認申請】
・ 河川法に基づく許可、各種法令・条例による届出等

・ 広場・駐車場（人工地盤）【確認申請】
・ 新庁舎【構造評定、大臣認定】

・ 仮庁舎【仮設許可】

関係法令の手続き12

与条件整理

配置・平面計画

基本プラン決定

各部門計画
詳細計画

まとめ
工事費積算

基本設計 実施設計

重点管理ポイント
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定決切〆日該当箇所 備考

1 窓口 推進室

起因

推進室

決定対応検討項目

6/10 6/30 6/20福祉関連の窓口は、来庁者の個別相談やプライバシーに配慮した、カウンター
配置や、打ち合わせスペースを確保したい。 カウンターに隔板を取付られるようにします。

2 議会 議会 議会6/10 6/30 6/20

3 共通 市民WS 市民WS6/25 7/15 7/10

4 1階 推進室 推進室7/10 8/10市民ホールで確定申告事務ができるよう、ＬＡＮや電源の整備、施錠ができる
等のセキュリティー対策をお願いしたい。

5 共通 庁内会議 庁内会議7/10 8/10

6 執務室 推進室 推進室7/10 8/10

7 共通 庁内会議 庁内会議8/10 8/30

全員協議室は3室利用もできるようにしてほしい。 移動間仕切を設置し、分割利用できるようにします。

駐車場の照明を明るくしてほしい。

職員数に対して適正な、更衣室、ロッカー数を配置してほしい。

文書保管について現況を把握し今後の方針も踏まえ適整数を確保してほしい。

照度分布図等を作成し、適正な照明計画とします。

必要設備を準備して、施錠が行えるようにします。

検討案提示

オフィス環境調査を踏まえ検討案を提示

市民開放時のセキュリティを対策を確認したい。
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1 小会議室 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 40.0 2.8 2 有 － 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ ○ ○

2 中会議室 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 90.0 2.8 3 有 － 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ ○ ○ ○

3 廊下 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 適宜 － － － 2,900/1,800/800 750 Ｃ Ｃ 1 ○ ○ ○ ○ ○
4 食堂・喫茶（喫食スペース）Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅲ 160.0 適宜 適宜 － － 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ 1 ○ ○ ○ ○ ○
5 売店 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅲ 44.0 適宜 適宜 有 Ａ 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ 1 ○ ○ ○ ○
6 厨房等 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 適宜 適宜 ○ 適宜 有 Ａ 適宜 750 Ｃ Ａ 5 ○ ○ ○ ○
7 自販機コーナー Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ 適宜 適宜 適宜 適宜 － 2,900/1,800/802 500 Ｃ ○

8 共用会議室①② Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 284.0 3.0 ○ 9 無 Ａ 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ 1 ○ ○ ○ ○ ○
・共用会議室①（210㎡程度、3室分割可）
・共用会議室②（60㎡程度、2室分割可）
・天井吊プロジェクター使用（①②共）

9 共用会議室③④ Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 170.0 2.6 ○ 5 無 Ａ 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ・共用会議室③（80㎡程度、2室分割可）
・共用会議室④（90㎡程度、3室分割可）

10 ＡＴＭコーナー Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ 適宜 適宜 適宜 適宜 － 2,900/1,800/801 500 Ｃ ○ ○
11 公衆電話コーナー Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ 適宜 適宜 適宜 適宜 － 2,900/1,800/802 500 Ｃ ○ ○
12 通用口 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ Ⅱ Ⅱ － 適宜 適宜 1 有 Ｃ1 2,900/1,800/803 200 Ｃ ○
13 庁舎管理室 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 25.0 2.6 ○ 1 有 Ａ 2,900/1,800/800 750 Ｃ Ａ 5 ○ ○ ○ ○ ○

14 ＥＶホール Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ Ⅲ 適宜 適宜 － － 地下1階:
Ｃ1 2,900/1,800/800 500 Ｃ Ｃ ○

15 廊下 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 2.4 － － － 2,900/1,800/800 200 Ｄ Ｃ
16 階段 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － － － － 2,900/1,800/800 200 Ｄ Ｃ

17 便所 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 適宜 2.4 1 適宜 － 1,800/1,300/600 200 Ｃ Ｃ ○

18 多目的便所 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 適宜 2.4 1 適宜 － 1,800/1,300/600 200 Ｃ Ｃ ○ ○

19 湯沸室 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 適宜 2.4 1 適宜 － 1,800/1,300/600 200 Ｃ Ｃ ◎
20 ごみ収集室 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － 適宜 適宜 － 2,900/1,800/800 200 Ｃ Ｃ ○
21 喫煙室 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅰ － 適宜 2.4 1 有 － 1,800/1,300/600 200 Ｃ Ｃ
22 休養室 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ － 45.0 2.4 各1 適宜 Ａ 1,800/1,300/600 200 Ｃ Ｃ 2 ○ ○ ○ ○ ・男女別に休養室を設置

23 浴室 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 15.0 2.4 各1 適宜 Ａ 1,800/1,300/600 200 Ｄ Ｃ ○ ◎ ・男女別に浴室、脱衣室を設置

24 備蓄倉庫 Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 19.0 － 1 無 Ａ 11,800/10,300/7,400 200 Ｄ Ｃ
25 運転手控室 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 30.0 2.6 ○ 1 有 Ａ 2,900/1,800/800 300 Ｃ Ｃ 5 ○ ○ ○ ○ ○
26 タイヤ倉庫 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 45.0 － 1 無 Ａ 11,800/10,300/7,400 200 Ｄ Ｃ
27 業務従事者控室等 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 適宜 適宜 1 有 Ａ 2,900/1,800/800 300 Ｃ Ｃ 1 ○ ○ ○
28 維持管理倉庫 Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － 1 無 Ａ 11,800/10,300/7,400 200 Ｄ Ｃ
29 中央監視室 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 適宜 2.6 ○ 1 有 Ａ 4,900/2,400/1,300適宜 750 Ｃ Ａ 5 ○ ○ ○ ○ ○

30 設備関係諸室 Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － 適宜 無 Ａ 4,900/2,400/1,300適宜 300 Ｄ Ｃ ・電気室、機械室等適宜設定のこと

31 ごみ集積場 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － 適宜 無 Ａ 7,800/6,900/4,900 200 Ｃ Ｃ ○

32 官用車駐車場 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － － － － 5,400/3,900/2,000適宜 200 Ｄ Ｃ ○
・斜路出入口部に電動式の重量シャッター
を設置、電気錠（カード認証及びカメラ付
インターホンによる遠隔操作）を設ける

33 護送車用駐車場 Ⅳ Ⅱ Ⅲ － Ⅲ － Ⅱ － 適宜 － － － Ｃ1 200 Ｄ Ｃ ○
・出入口部に電動式の重量シャッターを設
置、電気錠（カード認証及びカメラ付イン
ターホンによる遠隔操作）を設ける
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■共用部分

各室性能表

5,400/3,900/2,000適宜

合意形成とコスト管理を重視　ー庁舎の骨格を決定する基本設計を重視し、費用対効果に配慮した比較検討を行いますー

・設計工程のポイントに合わせてワークショップを開催し、「気づ
き」を「かたち」に反映します。

・建設段階、運営段階も継続的に市民が関わり、市民に親しまれ
続ける庁舎を育みます。

・各部署の意見を集約しやすい資料作成など、庁内会議を積極的
に支援します。

「いつ・何を・誰が」検討するかの明確化

・庁舎設計では多くの検討項目が生じます。検討項目の起因者、
決定者、決定時期等をリスト化し、検討者と決定者の全員で共
有することで確実にプロジェクトを推進します。

二つの「諸元の確認」で要望を確実に反映

・基本設計の初期段階で、各室
性能一覧表を用いて、床荷重、
各種設備等、設計条件を確認・
確定させます。

・基本設計の中間で、平面図に
家具のレイアウトや設備ス
イッチ等をプロットした諸元
表でヒアリングを行い、各課
等の要望を十分に反映します

・この二つの諸元表から実施設
計図を作成し、設計完了時に
はその整合性を確認し、要望
を確実に設計に盛り込みます。

各段階の概算検証による確実なコスト管理

・基本最終概算では、躯体数量、
仕上数量を算出し実施設計でブ
レない概算を行います。この結
果は実施設計で行う設計変更管
理表のベースとなります。

・実施設計段階では、設計変更
管理表で基本設計からの増減
を管理しつつ、市場価格の変
動には、再度概算を見直し対
応していきます。

・基本設計の初期段階で建替事業全体の工事内容や仕様を確認し、
工事ごとの目標コストを設定します。

 ■ 市民の「気づき」を「かたち」にし、永く親しまれる庁舎をつくる

 ■ 課題リストシートを作成し、スケジュールを徹底管理

 ■ 設計条件の早期抽出とヒアリング内容の共有化

 ■ 基本設計時に精度の高い概算を行い目標額を厳守する

「市民力」とともにつくる「対話型の設計プロセス」１

２

３

４

 設計工程表

検討項目

↑( 黄部分 ) 急ぐ課題

↓( 灰部分 ) 解決済 決定者と〆切

ステップ１: 各室性能表

ステップ２：プロット図

荷重条件、床レベル、遮音性能、空調方式
等を決定

家具レイアウト、スイッチプロット、コンセントプロット
等を決定

設計与条件の抽出

使われ方の共有

図 1 - 課題リストシート例

図 2 - 二段階の諸元表例

図 3 - コスト管理とコスト縮減


